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今、気候変動を実感！私たちはどうする？ 

気候変動の影響としては、植物の発育が悪くなり収穫量の低下を招く冷害と温暖化がある。 

温度が下がったときは？日本では５年間続いた天明の飢饉が有名。浅間山の大噴火などで、

火山灰が成層圏まで達し日光を遮り、気温が低下し、それに灌漑の失敗で洪水が頻発し、米が

大凶作になり、多数の死者が出た。この期間の年間平均気温は平年よりわずか２度低かったと

いわれている。 

気温の上昇ではどうか。 現在の日本では、温暖化によりいわゆる異常気象と称するものが

多くなった。偏西風の位置が変化したことにより、台風が多く日本に来るようになった。 

２０１９年では、最高気温４１．１度を熊谷市で記録した。お風呂に入っている感じだ。 

９月には台風１５号が、例年より２度ほど高い海水温により勢力を増し、千葉一帯に強風と豪雨を

もたらし、１０月には台風１９号が日本近づいても高い海水温のため勢力が衰えず、伊勢湾台風

並みになって、長野、東北各県に豪雨をもたらし、千曲川、阿武隈川など多数の河川が氾濫し、

甚大な被害をもたらした。また、夏場の平均的気温が上昇したために、米の生育に不安定にな

り、例えば魚沼コシヒカリが特等米から転落し、米の栽培最適温度地域が北に移動している。 

平均温度１度の上昇でも大きな被害をもたらすことがわかる。 これらは温暖化の結果である。

それでは、温暖化防止対策はどうなのか。 

世界から日本政府は本気になっていないといわれている。 

豪雨被害にあった自治体でも、温暖化に対しては特に腰を上げていない。 

政府は、洪水であれば、堤防強化など国土強靭化に資金を投入する計画のみで、緑地を保全

強化して、洪水を緩和する都市づくりを目指してはいない。 炭酸ガス削減を打ち出すわけで

なく、石炭火力発電所を増強し、輸出する方針だ。 

横浜市はどうか、対症療法だけ？対策は見当たらないようだ。 

では、私たちは、どうするか。  

いろいろ考え悩みながら、やはり炭酸ガスを酸素に変えてくれる植物たち 特にそれを育む

緑地を大切にしていこうではないか。 そう、瀬上沢の緑を一緒に守ろう！ 

 

副理事長 寺本 浩 

イラスト佐藤    



 

 角田東一 

地球は、おおよそ 500 万年前から間氷期（温暖期）と氷期（寒冷期）を繰り返し、生物の生息環

境を守ってきた。しかし、温暖期からなぜ寒冷期に向かうのか？についての文献は見当たらな

い。そこで”寒冷化へのメカニズム”の仮説を試み、諸兄の意見を問う。 

寒冷期には、蒸発した海水が雪や氷となって陸地に留まり、海面が低下する。すると、海底か

らメタンガスなど、温暖化ガスが噴出する。温暖化ガス濃度上昇で、気温が上昇し雪や氷が解け

陸地は太陽熱を吸収し、温暖期に。地球は、温暖化ガスによって宇宙への熱放射を防ぎ、温暖化

がますます進行する。気温が上昇し続ければ、地球は灼熱化する。 

しかし、何らかの影響で CO2 が減少し向かう、また寒冷期に向かう。（文献あり） 

地球温暖化により、雪は雨になり陸地の氷は解け、海水面が上昇する。海水圧力増大により、

海底の温暖化ガス噴出は停止する。氷が解けた陸地は、温暖化ガス CO2 と太陽光の合成で、樹

木が繁茂する。樹木の CO2 吸収量が、火山噴火や動物が排出する CO2 量を上回ると大気中の

CO2 は減少に転じ、寒冷化に向かう。（これは仮説） 

CO2 濃度は、南極の氷床から得られた 65 万年間 140ppm から 280ppm の間を繰り返し、生物

の生息環境を守ってきた。ところが、2018 年の CO2 濃度は 408ppm と過去 65 万年間で未経験

の高濃度になり、地球は急激に温暖化している。数万年前とは違い、樹木生息面積は都市化で

減少し化石燃料使用増で CO2 は減少に転じず、地球は灼熱化に向かっている。 

身近の緑地を、世界中の人たちが守れば、地球の灼熱化は防げる。大都市が、もう緑地破壊

をしないと宣言して初めてアマゾンやボルネオの人たちに、原生林を守って下さいと言えるか

らだ。大都市横浜は、更なる利便性を求めるなどとして必要性のない宅地造成の為に、緑地の

破壊をしてはならない。 

 

初めての桜島          谷全祥市  

今年の１０月に桜島へ初めて行って参りました。 

約２４時間の滞在が、最近活動が活発になっているとのことで、 

３回の噴火に遭遇することができました。地球・自然が凄い力を 

持って生きていることを強烈に感じるとともに、観光客の私に 

は何か得をしたような感情も沸いて参りました。  

地元の方に桜島の噴火についてお尋ねすると、笑顔で「大嫌いです」と仰いました。  

雄大な桜島と噴火による火山灰の被害を共に受け入れているんだなぁと伝わって参りました。 

桜島の存在によって、自然と共存する心が培われているように思えました。確かに雄大でかっこ

いい桜島には、畏敬の念を感じこそすれ、戦おうなんて思う人はいないと思います。    

また、話は変わりますが、有名な神社の所在地にも特徴があります。 

伊勢神宮や豊川稲荷は中央構造線の断層上、久能山東照宮はフォッサマグナの断層上、更に

諏訪大社本宮は中央構造線とフォッサマグナの交わる断層上に存在しています。 

単なる偶然とは思えません。 今の時代も自然の万物と共存していく心を培っていくこと

が、大切なことだと思います。 日本人は桜の花見や紅葉狩り、ホタル狩り、月見など、自然を 

楽しむ心を持っています。 

身近にこのような四季を感じられる瀬上沢が 

残っていることは、自然と共存していく心も培

われ、心豊かになる大切な存在ですね。 

 

-仮説- 樹木が地球灼熱化を救ってきた 

 



 

 

 

現象学と環境 持続可能なまちづくりとは何なのか  

水野光彦 技術士(環境部門) 

 現象学とは、1930年代にオーストリアの哲学者 エトムント・フッサールが創始した考え方である。 

哲学の根本問題とは、「主観と客観の問題」であった。この問題は、ガリレオに始まる近代自然科

学の発展の影響を受けながらデカルト、カント、ニーチェなどの哲学者に近代より考え続けられてき

た。 しかし、これらの哲学者の認識には、最後まで主観-客観図式がつきまとっていたのである。 

フッサールは、この問題を考えぬき、”認識論上の問題を解くためには＜主観/客観＞の「一致」

を確かめることに意味はない(それは不可能である)。 むしろ＜主観＞の内部だけで成立する

「確信」(妥当)の条件を確かめることに問題の核心がある”と主張した。 

そして、私たちの考え方の不可疑性を徹底的に考えた後に客観とは異なる共通認識が存在すると

している。  

 では＜主観/客観＞図式をくずした果てに私たちに残る共通認識とは何なのか。 

次の安富 歩さんの言葉を紹介したい。 

”政治は、富国強兵を目標とすべきではありません。政治は、子どもを守るということを、その根本

原理とすべきです。ハチの社会だってアリの社会だって、その目的は子どもを守ることです。人類

社会だって、子どもを守ることが、その目的であるはずです。(中略) 幼児死亡率を極限まで低下

させた今、私たちがやらないといけないことは、ひとりひとりの子どもたちの魂を守り、その力を、

のびのびと発揮できるように、守り抜くことであって、たくさんの、自分自身に自信を持った、自分

は世界に受け入れられると考え、友達をつくれる、そういう大人が現れてこないと、この社会は崩

壊してしまいます。”(安富 歩 東大教授 2019 参議院選挙から)  

この言葉が、誰もが納得する共通認識の一端を形成することはまちがいないであろう。 

横浜市は東急建設の上郷・猿田計画を”持続可能なまちづくりに寄与するよい計画だ”といって

いる。 

しかし、子どもたちが遊ぶ緑地をつぶし、子どもたちの成長を育む動物や植物たちとの出会いを

潰し、子どもたちの未来を奪うこの計画のどこが持続可能なのか。 

瀬上沢の地は、これらの客観的言葉を適用する前から、既にそのままで持続可能な普遍的地域・

空間である。それは、他のどことも違った地形、気象、動物・植物相、歴史などからなる祖先以来の

長い間の了解の堆積から構成される”場所”である。また、この場所は現代の喫緊の問題である地

球温暖化を抑制できる植物の宝庫でもある。 

持続可能性、まちづくり、利便性、比率などの安っぽい客観的言葉を理由として、 この豊かな

緑地を潰そうとしている横浜市と東急グループに対して、 私たちは、自らの根底にあるこの場所

を守ろうとする確かな思いを基底として追求し、この計画を絶対に廃止させる。 

そして、現象学は、この思い(主観)から私たちが瀬上沢の保全を考えることが、けっして間違っ

た方法でないことを示している。 

最後に、横浜の利権集団のロボットにすぎない林市長の誕生を許してしまった私たちの側の問題

も指摘しよう。  

現象学によれば、世の中には三つの世界像＜日常世界＞、＜伝聞、情報の世界＞、＜神話=フィク

ションの世界＞があり、＜伝聞、情報の世界＞は、直接的にはマスコミによりつくられる世界であ

る。一般にはこの世界をあたまから信じているひとたちがあまりにも多すぎる。これが、一昨年の

市長選で林市長を当選させてしまった一因であろう。 

マスコミ情報からの自立もこれから必要な要件である。                
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最近の出来事から                  角田治国 

 

今夏、初めての経験をしました。水分補給しながらの畑耕作中にめまいとふらつき、血圧の上が

90 を切り、下が 50 を切り、町医者で見てもらったら、熱中症でした。そのうえ台風による数回の直

撃を受け、野菜支柱は倒れ、トマト畑はつぶれました。  

生産農家の野菜や果実は自然気象任せです。 

地球温暖化により、今後も地球規模での異常気象や温度上昇傾向が続き、大型台風が全国各地

を襲い、被害をもたらすでしょう。 

温暖化対策に必要な自然林、緑地帯が全国的にも年々少なくなってます。 

政府、省庁、横浜市や産業界は、温暖化防止対策への積極的な政策に乏しく、台風、大雨影響によ

り被害が発生するたびに、莫大な災害予算計上し、復旧対策に終始ししているにも関わらず、復旧

対策が追い付かない現状です。 

災害の根源は何でしょうか。 根本対策は緑地自然保全です。 身近な所から、出来ます。 

ホタル、虫類、野生生物の豊かな自然生息地である瀬上沢深田緑地保存し、温暖化による被害

をなくしましょう。 

政策が正しかったことで自然災害から被害防止に役立った事例もあります。 

 １９号台風によりゲーム開催が危ぶまれていたラグビーワールドカップの日本対スコットランドの

試合が予定どおり開催されたことについて、関係者の努力によりグランド整備が行われたことは

いうまでもありませんが、忘れてはいけないのは、競技場周辺に遊水地があったことです。 鶴見

川下流流域の住民を守るためのもので、遊水地の水門管理を国交省河川事務所が適正に行った

結果、洪水が回避され、鶴見川流域の港北区、鶴見区、川崎区住民の安全が守れました。  

今回、鶴見川の河川水位のコントロールがうまくいったことは、うれしいニュースですが、何が正

しい政策なのか、今一度、考えてみましょう。 

製鉄遺跡を壊し、湿地の谷を埋める宅地開発を実行する必要はありません。  

皆様と共に開発阻止をしましょう。 

• この図表は、IPCC 第 4 次評価報告書に掲載さ

れていた２つのグラフを、合体して作成したもの

です。 

元のグラフは「IPCC 第 4 次評価報告書（英語） 

Technical Summary」の Figure TS.20.です。 

2000 年～については、全球における予測データ

です。 

1980～1999 年の平均値を 0.0℃としたとき、

2090～2099 年の地上気温がどれくらい上昇す

るかについて、可能性が高い予測値の最小値と

最大値を示しています。 

全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト

（http://www.jccca.org/）より 

•  

 



 

CO２５でのグレタさんの叱咤と私の周り       寺本 浩 

１１月２９日にニューヨークで始まった COP25 では、温暖化ガスを減らす新たな取り組みや方針

が決められ、次にマドリードで締約公会議が開かれることになっている。 

ニューヨークでは、CO2 ゼロを目標とする国は増加したが、排出量の多い中国、インド、米国、ロ

シア、日本は含まれていない。これでは、目標の温度上昇を１．５度に抑えることは出来ないこと

が分かった。 

この会合に参加した、スウェーデンで地球温暖化対策を訴え、世界に共感を広げてきたグレタ・

トゥンベリさんが若者を代弁した。 

「私たちはあなたたちを注意深く見ている。」 「人々は苦しみ、死にかけ、生態系全体が崩壊

しかけている。私たちは絶滅に差し掛かっているのに、あなたたちが話すことは金のことと、永

遠の経済成長というおとぎ話だけ。」 「過去三十年以上、科学は極めて明瞭であり続けた。」 

「十年間で排出量を半減するというよくある考えでは、１．５度に抑えられる可能性が５０％しかな

く、人類が制御できない不可逆的連鎖反応を引き起こす恐れがある。」 「あなたたちが空気中

に出した何千億トンもの CO2 を私たちの世代がほとんど存在していない技術で吸収することを

あてにしている。」 「IPCC の最善の見立てでは、２０１８年１月１日時点での CO2 排出許容量は４千

２百億トンだった。現在では３千５百億トンを下回った。」 「よくも従来通りの取り組みと技術的な

解決策で何とかなるなんて装うことができたものだ。」 「現在」、「解決策や計画は全くない。」 

「すべての未来の世代の目はあなたたちに注がれている。私たちを失望させる選択をすれば、

決して許さない。あなたたちを逃さない。」 「世界は目を覚ましつつある。変化が訪れようとし

ている。」 

と演説し、彼女は、実際に権力を持つ連中に、痛烈な一撃を浴びせたが、浴びた方は痛痒を感

じていないようだ。 

ちなみに、この会議で、日本は環境大臣が出席し演説を希望したが、石炭火力発電を強力に推

進している理由で、拒否された。同じ理由で日本は、地球温暖化対策に後ろ向きの姿勢を示す国

に送る「化石賞」を贈られた。同賞は大規模な森林火災への対応の悪いブラジルとオーストラリ

アにも送られた。 

国連環境計画（UNEP）による報告書において、日本は石炭火力発電所の廃止が求められてい

るが、政府は無視？ 

日本では、「気候変動 私たちも怒っている」と、気候変動に警鐘を鳴らし、政府や自治体に対

策を求める「グローバル気候マーチ」が新宿で行なわれた。 

気候変動対策を求める世界一斉デモが、百五十カ国以上で行われ、ドイツでは、主催団体によ

ると、５２０ヵ所以上で、６３万人が参加したとのこと。 

若い人達にエールを送り、微力な私たちも、CO2 削減する緑地を守る活動を粘り強く続けよう。

現在と未来に対する責任を果たしたい！ 
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キャー、気持ち悪い！なんて、言わないで！ 

昆虫が減少、もし、昆虫がいなくなったら・・・・ 

                    高村鈴子 

瀬上沢基金では、毎年夏休みには港南台ケアプラザで、昆虫展を開いています。 

たった 30ケースの標本箱しか展示できませんが、「近くにこんなにたくさんの昆虫が生き

ているんだとは知らなかった」と驚かれ、二度三度と足を運んでくださる方もいます。 

また、標本製作者の久保先生の指導の下、瀬上沢で、ライトトラップという方法で夜間調査

もしています。灯火にしか飛来しない昆虫もいるので、とても貴重な調査です。 

 2011 年 7 月に開始してから今年で 8 年目を迎えました。今年は５回の調査で約 180 種の

昆虫を確認しました。昨年の調査では円海山域初記録が３種もありました。 

 ミツバチやチョウは花粉や花の蜜を餌にして生きています。90％の植物はこれらの虫た

ちに受粉されることによって生きています。ミツバチやチョウなどの虫がいなくなると、植

物もそれらを食べて生きているクモ、カマキリやカエルなどの生き物が姿を消します。カマ

キリやカエルがいなくなるとそれらを食べる小鳥や小型肉食動物がいなくなります。 

・・・このように食物連鎖をたどっていくと私たち人間に行き着きます。 

 研究者達は、今 昆虫の減少を止めなければ、地球全体の生態系、人類の生存にまで深

刻な結果をもたらすだろうと警鐘を鳴らしています。 

昆虫が生きる場所・緑地や森を増やさなくては、「未来世代」が生きられない。 

～会員・寄付状況～ 

個人正会員：48 名 

法人正会員：1 名 

個人賛助会員：87 名 

法人賛助会員：2 名 

JF 会員：34 名 

寄付者：15,464 名 

寄付金額：1079 万円 

 

～会員募集～  賛助会員になろう！  

瀬上沢基金は会員皆様の会費で活動しています。 

賛助会員 2,000 円/年 正会員 5,000 円/年  

JF 会員（会員家族・未成年者）500 円/年 

振込先：郵便振替 00220-7-97531  

ホタルのふるさと瀬上沢基金 

   

編集後記 

季節の移り変わりが変わってきているように感じる今

日この頃です。生活様式もかえていかなければならな

いのかもしれないが、まず近くの自然環境を守り育て

ることから始めたい。 瀬上沢の遺跡が眠る山を削り、

湧水の谷を埋めてしまう開発は許せない。  M.F. 
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